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はしがき

1998年 7月 1日

研究集会「偏微分方程式の解の構造の研究」の講究録を発行するにあたり、 $-$

言この研究集会について述べることを許されたく思います。
研究集会「偏微分方程式の解の構造の研究」は、 松浦重武京大名誉教授が、数

理解析研究所に在職の時に始まり、松浦教授が研究代表者としてずっと開催され

てきました。そのころ研究所に在職していた岩崎敷久氏は、 以来この研究集会の

開催を助けてきました。そして松浦教授の退官後は、京都大学理学部教授につい

ていた岩崎上がこれを引き継いで、 研究代表者として例年この研究集会を企画し、

開催してきたことは、 周知のとおりであります。

1997年 12月に締め切られた 1998年度の研究集会の募集に際しても、
岩崎氏は研究集会を計画し、応募いたしておりました。そして、 その計画は研究

所によって 1998年度の活動として採択されておりました。
しかし、 1998年 1月 24日に、岩崎氏が突然逝去されました。私共の言い

しれぬ驚きであり、 深い悲しみでありました。

それとともに、 この計画を誰かが引き継ぐことが必要となりました。私は、 大

学入学以来の岩崎氏の同級生であり、 また、 現在数理解析研究所の専門委員とし

て、 この研究集会の計画を委 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$会で説明した、 という経過からも、僧越ながら私

が引き継ぐのが適当であろうと判断いたし、研究所の方に申し出た次第です。斉

藤恭司所長 (当時) も、 私の申し出を理解して下さり、私が研究代表者を引き継

ぐことを認めて下さいました。

以上のような経過で、私が研究代表者として、 この研究集会の世話をさせてい

ただきました。

研究集会「偏微分方程式の解の構造の研究」は、 長年にわたり偏微分方程式の

研究分野を幅広くカバーし、 多大の成果もたらしてきたことは、誰もが等しく認

めるところであります。 それとともに、 この研究集会の世話をずっとしてきてく

れた岩崎氏に、 改めて深い感謝の念を覚えることであります。

4月 6日午前に、京都大学大学院理学研究科数学教室で、岩崎教授のお別れ会

が催されたことにあわて、 岩崎氏を偲びつつ彼の長年に亘る研究集会の世話に対
する我々の感謝の気持ちを表す折りとして、 この研究集会を開くことを願い、 例

年とは異なる時期に開催いたした次第です。

研究代表者 大阪大学大学院理学研究科

井川 満
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